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青
森
県
民
手
帳
予
約
受
付
中
� 

　

来
年
の
県
民
手
帳
（
２
０
０
８
年
度
版
）
の

購
入
予
約
申
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

暮
ら
し
や
ビ
ジ
ネ
ス
に
是
非
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

●
内　
　

容

　

①�

手
帳
～
青
森
県
市
町
村
区
画
図
、
月
間
・

週
間
予
定
表
、
過
去
５
年
間
の
天
気
模
様
、

イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
Ａ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
な
ど

　

②
◦
分
冊
「
ふ
る
さ
と
便
利
帳
」

　
　
　
　
　

～
ふ
る
さ
と
ぴ
か
い
ち
デ
ー
タ

　
　

◦
資
料
編
（�

青
森
県
概
要
、
主
要
統
計
、

市
町
村
紹
介
な
ど
）

　
　

◦
名
簿
編
（�

県
関
係
国
会
議
員
、
県
議
会

議
員
、
県
関
係
機
関
な
ど
）

　
　

◦
生
活
編
（�

暮
ら
し
の
相
談
窓
口
、
ふ
る

さ
と
の
主
な
行
事
な
ど
）

●
発
行
時
期　

10
月
下
旬

●
価　
　

格　

５
０
０
円

　
　
　
　
　
　

（
縦
14
㎝
×
横
8.2
㎝
）

●
申
込
締
切　

10
月
15
日
（
月
）

●
そ�

の�

他�　

手
帳
は
10
月
下
旬
に
企
画
課
で

代
金
と
引
き
換
え
に
お
渡
し
い
た

し
ま
す
。

　

国
際
交
流
タ
イ
ム

　

～
ア
メ
リ
カ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・

　
　
　
　
　
　
　

音
楽
・
ダ
ン
ス
紹
介
～

　

ア
メ
リ
カ
文
化
の
紹
介
や
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
で

国
際
交
流
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日　

時　

９
月
27
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
～
８
時

場　

所　

生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
「
松
の
館
」

内　

容　

�

ア
メ
リ
カ
文
化
紹
介
、
簡
単
な
ダ
ン

ス
体
験
、
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

講　

師　

国
際
交
流
員

定　

員　

30
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

申　

込　

９
月
25
日
（
火
）
ま
で

参
加
料　

�

無　

料
（
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加

く
だ
さ
い
）

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　

市
役
所　

企
画
課電

話　

42
◦
２
３
７
２　

　

第
２
回
「
西
地
方
産
直
の
日
」
開
催

　

西
地
方
の
産
直
施
設
等
が
集
ま
り
、
地
元
の

新
鮮
な
農
水
産
物
・
加
工
品
の
販
売
を
行
い
ま

す
。

日　

時　

９
月
30
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

場　

所　

道
の
駅
も
り
た
「
ア
ー
ス
ト
ッ
プ
」

主　

催　

西
地
方
産
直
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

　

全
国
一
斉
司
法
書
士
法
律
相
談
会

　

「
10
月
１
日
は
法
の
日
で
す
」

　

日
常
生
活
で
の
困
り
ご
と
や
法
律
上
の
悩
み

に
つ
い
て
司
法
書
士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま

す
。
県
内
各
地
に
て
面
談
で
の
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

主　
　

催　

青
森
県
司
法
書
士
会

相
談
内
容　

�

多
重
債
務
、
相
続
、
登
記
、
成
年

後
見
、
裁
判
所
提
出
書
類
作
成
等

受
け
付
け　

当
日
先
着
順

⃝
五
所
川
原
会
場

　

９
月
29
日
（
土
）　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

エ
ル
ム
文
化
セ
ン
タ
ー
（
エ
ル
ム
の
街
２
階
）

⃝
県
内
各
司
法
書
士
事
務
所

　

10
月
１
日
（
月
）
～
５
日
（
金
）

　

な
お
、
相
談
は
無
料
で
す
が
具
体
的
な
手
続

き
が
必
要
に
な
る
場
合
に
は
、
別
途
費
用
が
か

か
り
ま
す
の
で
相
談
員
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

青
森
県
司
法
書
士
会

電
話
０
１
７
◦
７
７
６
◦
８
３
９
８　

　
　

青
森
県
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

電
話
０
１
２
０
◦
９
４
０
◦
２
３
０　

　

公
証
制
度
に
つ
い
て

　

10
月
１
日
か
ら
７
日
は
「
公
証
週
間
」
で
す

　

公
証
人
は
、
国
の
一
機
関
と
し
て
、
市
民
の

生
活
や
財
産
な
ど
の
権
利
を
守
り
、
ト
ラ
ブ
ル

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

主
な
業
務
は
、

◦�

公
正
証
書
で
契
約
書
を
作
っ
て
大
切
な
財
産

を
守
り
ま
す
。

◦�

任
意
後
見
契
約
書
を
作
っ
て
老
後
に
安
心
を

作
り
ま
す
。

◦�

定
款
認
証
で
適
法
な
会
社
を
設
立
し
ま
す
。

手
数
料
は
法
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
安
心
し

て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

公
証
事
務
に
関
す
る
相
談
は
無
料
で
す
。

　

い
つ
で
も
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
先

　

⃝
弘
前
公
証
役
場
（
弘
前
市
大
字
新
町
１
７
６
の
３
）

　
　

公
証
人　

印
部

電
話
０
１
７
２
◦
34
◦
３
０
８
４　

　

⃝
青
森
公
証
人
合
同
役
場

　
　
（
青
森
市
長
島
一
丁
目
３
の
17 

阿
保
歯
科
ビ
ル
４
階
）

　
　

公
証
人　

桑
原

電
話
０
１
７
◦
７
７
７
◦
６
６
９
６　

　

青
森
県
ふ
れ
愛
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

県
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
振
興
及
び
活

動
者
同
士
の
情
報
交
換
の
場
と
な
る
、
青
森
県

ふ
れ
愛
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
左
記
に
よ
り
開
催

し
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
々
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　

時　

10
月
６
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時

会　

場　

新
青
森
県
総
合
運
動
公
園

　
　
　
　
　
　
　
　

「
青
い
森
ア
リ
ー
ナ
」

参
加
料　

無　

料

申
し
込
み　

�

９
月
28
日
（
金
）
ま
で
に
事
務
局

へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

青
森
県
ふ
れ
愛
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
行
委
員
会

電
話
０
１
７
◦
７
７
７
◦
９
３
０
１　

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　

つ
が
る
市
統
計
協
会
事
務
局

　
　
　

（
市
役
所　

企
画
課　

統
計
係
）

電
話　

42
◦
２
３
７
２　

　

問
い
合
わ
せ
先

　

西
北
地
域
県
民
局

　

地
域
農
林
水
産
部　

農
業
振
興
課　

電
話　

34
◦
２
１
１
１
（
内
線
２
５
１
）
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行
方
不
明
者
の
発
見
と

　
　

身
元
不
明
者
の
身
元
確
認
に

　
　
　
　

 
御
協
力
お
願
い
し
ま
す

　

警
察
で
は
、
捜
索
願
が
出
さ
れ
た
家
出
人
に

つ
い
て
、
全
国
の
警
察
へ
手
配
し
て
捜
索
を
お

願
い
す
る
と
と
も
に
、
交
友
関
係
あ
る
い
は
就

業
関
係
な
ど
、
発
見
す
る
た
め
の
手
が
か
り
と

な
る
情
報
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
内
で
発
見
さ
れ
、
未
だ
身
元
の
確

認
さ
れ
て
い
な
い
「
ご
遺
体
」
の
中
に
、
家
出

人
が
該
当
し
な
い
か
な
ど
身
元
の
確
認
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

警
察
で
は
、
不
慮
の
事
故
な
ど
で
死
亡
し
、

身
元
が
確
認
で
き
な
い
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
方

の
遺
品
な
ど
の
写
真
を
用
意
し
て
身
元
確
認
の

ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、９
月
21
日
（
金
）
か
ら
30
日
（
日
）

ま
で
を
「
行
方
不
明
者
等
発
見
活
動
推
進
強
化

旬
間
」
に
指
定
し
、
家
出
人
捜
索
願
出
人
に
対

し
て
は
、
封
書
に
よ
る
「
行
方
不
明
者
の
音
信

等
に
関
す
る
追
跡
調
査
」
を
実
施
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

な
お
、
行
方
不
明
者
に
つ
い
て
お
心
当
た
り

の
あ
る
方
は
是
非
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

行
方
不
明
者
に
関
す
る
特
徴
な
ど
、
参
考
と

な
る
資
料
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　

つ
が
る
警
察
署　

刑
事
生
活
安
全
課

電
話　

42
◦
３
１
５
０　

　
　

又
は
、
県
警
察
本
部　

鑑
識
課

電
話
０
１
７
◦
７
２
３
◦
４
２
１
１　

　

環
境
影
響
評
価
方
法
書
の
縦
覧

　

西
北
五
環
境
整
備
事
務
組
合
が
計
画
し
て
い

る
「（
仮
称
）
西
北
五
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
方
法
書
」
が

縦
覧
で
き
ま
す
。

⃝
事
業
者
名

　

西
北
五
環
境
整
備
事
務
組
合

⃝
代
表
者
名

　

管
理
者　

平
山　

誠
敏

⃝
事
務
所
の
所
在
地

　

五
所
川
原
市
大
字
高
瀬
字
一
本
柳
１
番
地

⃝
事
業
の
名
称

（
仮
称
）
西
北
五
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー

⃝
事
業
の
種
類�　

廃
棄
物
処
理
施
設
（
し
尿
処

理
施
設
）
の
設
置
の
事
業

⃝
事
業
の
規
模　

１
６
６　

キロリットル
／
日

⃝
対
象
事
業
実
施
区
域

　

五
所
川
原
市
大
字
高
瀬
字
一
本
柳
１
番
地
地
内

⃝�

対
象
事
業
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
る
範
囲

と
認
め
ら
れ
る
地
域
の
範
囲

　

五
所
川
原
市
・
つ
が
る
市

⃝
縦
覧
場
所

　

◦
つ
が
る
市
役
所　

環
境
衛
生
課

　

◦
五
所
川
原
市
役
所　

環
境
対
策
課

　

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
　

http://w
w
w
.goshogaw

ara.net.pref.aom
ori.jp/

　

◦
五
所
川
原
市
立
図
書
館

　
　
　
　

（
五
所
川
原
市
栄
町
１
１
９
番
地
）

　

◦
西
北
五
環
境
整
備
事
務
組
合

⃝
縦
覧
期
間

　

９
月
15
日
（
土
）
～
10
月
14
日
（
日
）

���（�

た
だ
し
、
図
書
館
を
除
き
土
曜
・
日
曜
・

祝
日
は
縦
覧
出
来
ま
せ
ん
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

⃝
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

　

方
法
書
の
内
容
に
つ
い
て
、
環
境
の
保
全
の

見
地
か
ら
の
ご
意
見
を
書
面
に
よ
り
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

縦
覧
場
所
に
備
え
付

け
て
あ
る
所
定
の
用
紙
、

又
は
次
の
記
載
事
項
を

全
て
記
載
し
た
任
意
の

様
式
で
提
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も

受
け
付
け
ま
す
。

⃝
記
載
事
項

①�

氏
名
及
び
住
所
（
法

人
そ
の
他
の
団
体
に

あ
っ
て
は
、
そ
の
名

称
・
代
表
者
の
氏
名

及
び
主
た
る
事
務
所

の
所
在
地
）

②�

意
見
書
の
提
出
の
対

象
で
あ
る
方
法
書
の

名
称

③�

方
法
書
に
つ
い
て
の

環
境
の
保
全
の
見
地

か
ら
の
意
見
と
そ
の

理
由

※�
②
及
び
③
に
つ
い
て

は
、
日
本
語
に
よ
り

記
載
し
て
下
さ
い
。

⃝
提
出
期
限

　
　

10
月
28
日
（
日
）

　

�　

郵
送
の
場
合
は
、

当
日
消
印
有
効

④
（全10回）

　

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　

西
北
五
環
境
整
備
事
務
組
合

　
　

〒
０
３
０

－

０
０
８
７

（
五
所
川
原
市
大
字
高
瀬
字
一
本
柳
１
番
地
）

   

電　

話　

36
◦
３
０
０
４　

   

Ｆ
Ａ
Ｘ　

36
◦
３
０
０
５　
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自殺死亡率（人工10万対）

＜自殺死亡の現状＞
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　９月は自殺予防月間です。
　自殺する人は原因が複雑に絡み合った事で自ら死を選
んでしまいます。そして50％以上の人に心の病気が疑わ
れます。
　特にうつ病が大きく関係しています。
　つがる市では平成16年度から取り組みを始め、心の健
康づくり講座（自殺予防ワークショップ）などを開催し、
うつ病などを学ぶ機会にしています。
　「いのちはコピーもリセットもできません」。
　今一度心の健康について考え、市民みんなで心身とも
に健やかで明るいつがる市にしていきましょう。
＜うつ病ってなぁに？＞
　物事に興味や喜びを感じない、気分がゆううつで集中
力や元気が出ないなどを主な症状とし、どの年代でもみ
られる頻度の高い病気です。
　時には悲観的になり死にたくなることもあります。
　車でいうとガス欠の状態です。初めは体の調子が悪いの
かな？と思って病院で検査しても異常がなく病院を転々
とする人も多いようです。
　でも、正しい診断と適切な治療で、ほとんどのうつ病
は治ります‼心のガソリンが貯まるまで休養が必要です。

＜うつ病で見られる体の症状＞
　•肩や首がこる　•体がだるい　•すぐに疲れる　•頭がはっきりしない　•頭痛がある　•寝つけない
　•のどに詰まった感じがある　•お腹がすかない　　•途中で目が覚めると眠れない
　•朝方早く目が覚めてしまう　　•便秘が続く　　など、さまざまです。

＜うつ病にならないために＞
　体調が悪かったり、気分が落ち込んだりした時は、自分自身の心や体
が「ちょっと休もうよ」というサインです。まずはゆっくりひと休み。
　また、つがる市民の男性はこころのアンケート結果からも人に話すこ
とが苦手なようですが、一人で悩まず、誰かに話してください。愚痴で
も泣きごとでも、人に聞いてもらうことが大事です。
　また、「人の悩みを聴く」という明るい地域にしていきましょう。
　そして、複数の趣味を持つことが大事です。心のアンケートでは趣味
を持たない若い女性も結構ありましたが、気分転換する事も大事です。

＜うつ病かなと思ったら？＞
　まずは専門家に相談しましょう。
　精神科や心療内科が専門ですが、つ
がる市では内科の医師も相談に応じて
くださいます。

＜心の相談ができる機関＞
つがる市役所健康推進課　電話42－2044　
•心の相談日があります。広報やつがる市ホームページに掲載します。
五所川原保健所　　　　　電話34－2108　その他の保健所
青森県立精神保健福祉センター　電話017－787―3957・3958
医療機関（精神科・心療内科・精神科クリニック）
あおもりいのちの電話　　電話0172－33－7830

＜うつ病の人に周りの人ができること＞
•ゆっくり安心して休ませてあげる。
　決して怠けているのではないので。
•専門医とよく相談するように勧める。
•時には距離を置いて見守る。
•不用意に励まさない。
•原因を追及しすぎない。
　時期をみてこれから先を考える。
•重大な決定は迫らず、先送りにする。

＜自死で大切な家族を失った遺族からのメッセージ＞
　市では自死遺族の集いを県内で初めて実施しました。
　参加した方々からのメッセージです。
• 20年過ぎた今も忘れることはできない。ただ、悲しさが薄皮を剥が
すがごとくに、和らいではいくけれど。事実（自死）を受け入れてい
かなくては。起こってしまったことはしかたがないことだから。前向
きに考えていこう。この同じ境遇の仲間がいて、分かり合えることが
これほど心強いことはない。

• 思い出すから参加を見合わせようと思ったりするけれど、参加してか
ら仏壇の前でぐだめがなくなったよ。参加して、人の話しを聴くこと
が自分のプラスになることも多いし、笑顔が出てきた。

• 「いのちはコピーできない」。まさしくそうだ。このような同じ思い
をする人を増やしたくない。また、この苦しい遺族の思いもわかって
ほしい。

＜今だからわかる自死のサイン＞
　家族でもサインには気づかない！
　今だから気づくんだよ。
　遺族を責めないで。
•表情が暗かった。☆部屋が乱雑だった。
• 電気カミソリの剃ったひげが捨てられていなく
て、いっぱいだった。

• 何度か何も連絡のない外泊があった。
•口数が異常に少なくなった。
•家族と食事を一緒にしなくなった。
•夜眠れないようだった。
　などなど…

【問い合わせ先】
　●市役所
　　　健康推進課　電話42－2044

み
ん
な
で
取
り
組
む
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
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今
月
よ
り
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
男
女
共

同
参
画
社
会
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
昨
年
度
は
初
歩
的
な
男
女
共
同
参
画

社
会
の
考
え
方
を
掲
載
い
た
し
ま
し
が
、
今
年

度
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
ご
と
に
男
女
共
同
参
画
に

関
連
し
た
お
話
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
は
ま
ず
、
若
い
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

若
い
世
代
の
方
々
に
向
け
て

　
　
　
　

約
30
年
前
の
時
代
は
？

①�

昭
和
54
年
の
世
論
調
査
で
は
、｢

夫
は
外
で

働
き
、
妻
は
家
庭
を
守
る
。｣

と
い
う
性
別

に
よ
る
固
定
的
役
割
分
担
意
識
に
賛
成
す
る

人
が
七
割
以
上
で
し
た
。
当
時
の
イ
ン
ス
タ

ン
ト
ラ
ー
メ
ン
の
Ｃ
Ｍ
の
「
ワ
タ
シ
作
る

人
、
ボ
ク
食
べ
る
人
」
は
、
こ
の
典
型
的
例

と
言
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
こ
の
意
識
に
基

づ
い
た
生
き
方
と
し
て
、男
は｢

仕
事
人
間｣

、

女
は
「
良
妻
賢
母
」
と
い
う
像
が
理
想
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

※�

平
成
16
年
の
世
論
調
査
で
は
、
性
別
に
よ

る
固
定
的
役
割
分
担
意
識
に
賛
成
が
45
・

２
％
で
、
反
対
が
48
・
９
％
と
初
め
て　

反
対
が
賛
成
を
上
回
り
ま
し
た
。

　
　

�　

こ
の
意
識
に
つ
い
て
今
の
海
外
で
は
、

先
進
国
が
こ
の
意
識
に
賛
成
す
る
人
は
少

な
く
、
ア
ジ
ア
の
中
で
も
韓
国
が
賛
成
の

割
合
が
低
い
で
す
。

②�

就
職
案
内
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
は
、
女
子

学
生
に
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

③�

女
性
が
、
就
職
し
て
も
結
婚
が
決
ま
る
と｢

寿
退
社｣

す
る
の
が
「
女
性
の
幸
せ
」
で
あ

り
、
ま
た
企
業
で
頑
張
っ
て
も｢

女
だ
て
ら

に｣

と
言
わ
れ
ま
し
た
。

④�

女
性
の
結
婚
適
齢
期
25
を
過
ぎ
る
と
「
売
れ

残
り
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

⑤�

男
性
は
、
会
社
で｢

企
業
戦
士｣

と
な
り
、

業
績
の
た
め
猛
烈
に
働
き
、
そ
の
結
果
、「
過

労
死｣

も
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

⑥�
カ
ッ
プ
ル
で
デ
ー
ト
し
て
も
男
性
が
支
払
う

の
が｢

男
の
甲
斐
性｣

と
さ
れ
、
割
勘
の
男

性
は
「
ケ
チ
」
と
嫌
わ
れ
ま
し
た
。

⑦�

基
本
的
に
家
庭
の
こ
と
は
あ
ま
り
外
部
か
ら

介
入
さ
れ
ず
、｢

暴
力
夫｣

も
大
目
に
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
男
女
の
考
え
方
、
生
き
方
以
外

の
ス
タ
イ
ル
は
、
約
30
年
前
は
あ
ま
り
周
囲
か

ら
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
冷
た
く
見
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

前
の
時
代
の
考
え
方
、
生
き
方
を
今
日
で
も

支
持
し
実
践
し
て
い
る
方
も
か
な
り
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
そ
れ
を
選
択
す
る
の
は
自
由
で
す
。

　

あ
な
た
は
、
こ
の
よ
う
な
生
き
方
の
社
会
を

ど
う
思
い
ま
す
か
。

　

さ
て
、
日
本
は
、
30
年
の
間
に
社
会
環
境
が

変
化
し
、
今
や
国
等
の
行
政
や
企
業
で
も
男
女

共
同
参
画
を
推
し
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

そ
れ
を
推
し
進
め
る
に
至
っ
た
背
景
や
男
女
共

同
参
画
社
会
で
は
ど
ん
な
こ
と
が
良
く
な
る
か

に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
推
進
の
背
景

　

日
本
で
は
、
少
子
化
や
高
齢
化
の
進
展
に
よ

る
労
働
人
口
の
減
少
、
サ
ー
ビ
ス
経
済
化
の
進

展
、
そ
し
て
男
女
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値

観
の
多
様
化
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
が
大

き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
労
働
力
人
口

の
減
少
は
、
経
済
成
長
へ
影
響
し
、
社
会
保
障

制
度
に
も
影
響
し
ま
す
。

　

海
外
で
は
、
女
性
権
利
の
拡
大
運
動
が
活
発

化
し
て
い
る
た
め
、
日
本
で
も
社
会
の
女
性
の

立
場
を
疑
問
視
す
る
高
ま
り
が
で
て
き
ま
し
た
。

�

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
国
は
憲
法
に
う
た

わ
れ
て
い
る｢

個
人
の
尊
重
と
法
の
下
の
平
等｣

な
ど
に
基
づ
き
、
こ
れ
ら
の
社
会
環
境
の
変
化

の
課
題
に
対
応
す
る
、
男
女
共
同
参
画
社
会
実

現
の
た
め
、
国
や
地
方
自
治
体
、
国
民
の
責
務

を
定
め
て
い
る
、
男
女
共
同
参
画
基
本
法
を
制

定
し
ま
し
た
。

　

国
は
、
こ
れ
に
よ
り
全
国
都
道
府
県
、
市
町

村
の
男
女
共
同
参
画
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
で
良
く
な
る
こ
と

①
社
会
的
に
良
く
な
る
こ
と

　

男
女
共
同
参
画
は
、
少
子
化
の
食
い
止
め
、

急
激
な
高
齢
化
の
対
応
、
労
働
力
人
口
減
少
の

食
い
止
め
な
ど
の
対
応
策
と
し
て
有
効
で
す
。

　

ま
ず
、
少
子
化
の
大
き
な
原
因
と
も
さ
れ
て

い
る
、
女
性
に
「
出
産
」、「
仕
事
」
の
二
者
択

一
を
迫
る
社
会
構
造
の
た
め
、
男
女
共
同
参
画

社
会
で
は
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
と
、
男
性

の
家
庭
進
出
を
図
る
こ
と
か
ら
、
少
子
化
対
策

に
貢
献
で
き
ま
す
。
ま
た
、
労
働
力
人
口
の
減

少
に
は
、
女
性
の
活
用
が
新
た
な
可
能
性
や
活

力
に
つ
な
が
り
ま
す
。

②
個
人
の
仕
事
、
生
活
上
で
良
く
な
る
こ
と

　

最
近｢

共
稼
ぎ｣

世
帯
が
、
専
業
主
婦
の
い

る
「
片
稼
ぎ
」
世
帯
を
上
回
っ
て
推
移
し
て
い

ま
す
。
両
世
帯
と
も
子
育
て
な
ど
家
庭
と
仕
事

の
両
立
に
苦
労
し
て
お
り
、「
片
稼
ぎ
」
で
は

お
母
さ
ん
が
孤
立
し
て
子
育
て
の
悩
み
を
抱
え

て
い
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
で
は
、
仕
事
と
家
庭
に
お
け

る
様
々
な
両
立
支
援
に
よ
り
、
仕
事
と
生
活
の

調
和
が
取
れ
る
よ
う
推
し
進
め
ら
れ
ま
す
の
で
、

女
性
の
社
会
参
画
に
お
け
る
労
苦
が
解
消
さ
れ

る
で
し
ょ
う
。

※　

両
立
支
援
と
は
、
平
成
15
年
７
月
に
公
布

の
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
に
基
づ
い
た

行
政
、
事
業
所
の
行
動
計
画
に
よ
り
、
子
育

て
に
お
い
て
、
家
庭

と
仕
事
が
両
立
す
る

よ
う
、
家
庭
、
職
場
、

地
域
の
各
方
面
の
子

育
て
環
境
が
整
備
さ

れ
た
り
、
支
援
策
が

講
じ
ら
れ
ま
す
。

　

夢
を
実
現
す
る
た
め
に

　

個
人
同
士
も
、
家
庭
も
、
企
業
も
、
地
域
も
、

社
会
も
様
々
な
局
面
に
お
い
て
、
固
定
的
な
性

別
役
割
分
担
に
と
ら
わ
れ
ず
、
男
女
が
対
等
で

あ
っ
て
こ
そ
、
お
互
い
に
良
い
関
係
に
な
れ
ま

す
。

　

男
女
が
同
じ
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
て
、

と
も
に
尊
敬
の
念
を
持
ち
な
が
ら
競
い
合
い
、

補
い
合
い
、
そ
し
て
双
方
が
個
性
や
能
力
を
発

揮
し
、
夢
や
希
望
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
、

男
女
共
同
参
画
の
考
え
で
す
。
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９
月
２
日
、
市
役
所
周
辺
で
実
施
さ
れ
た
、
青
森
県
総

合
防
災
訓
練
で
は
、
市
民
や
協
力
機
関
50
団
体
か
ら
約

１
６
０
０
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
は
「
午
前
９
時
、
青
森
県
西
方
沖
を
震
源
と
す
る

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７･

３
の
地
震
が
発
生
し
、
つ
が
る
市
で

は
震
度
５
強
を
観
測
、
沿
岸
に
は
津
波
が
来
襲
し
、
こ
の

地
震
に
よ
り
、
市
内
各
地
で
建
物
の
倒
壊
や
火
災
が
発
生

し
た
ほ
か
、
電
力
、
水
道
、
電
気
、
通
信
施
設
等
に
甚
大

な
被
害
が
生
じ
、
津
波
に
よ
る
漂
流
者
が
発
生
、
ま
た
、

国
籍
不
明
の
武
装
テ
ロ
リ
ス
ト
が
津
軽
地
方
へ
逃
走
し
犯

行
を
繰
り
返
す
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
市
で
は
地
域

の
住
民
避
難
を
実
施
」
と
い
う
想
定
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー｢

松
の
館
」
に
災

害
対
策
本
部
を
設
置
、
被
害
状
況
を
映
像
伝
送
シ
ス
テ
ム

で
収
集
し
、
被
害
者
の
救
出
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
に

努
め
る
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

緊
急
車
両
交
通
路
の
確
保
、
火
災
の
鎮
火
、
水
道
、
ガ

ス
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

支
援
活
動
な
ど
市
民
一
丸
と
な
り
復
旧
に
努
め
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
、
福
島
市
長
は
「
関
係
機
関
と
の
初
動
体
制

の
確
立
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
の
連
携
と
所
期
の
目
的

を
達
成
す
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
は
、
地
域
防
災
に
お
い

て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
り
、
今
後
と
も
十
分

気
を
引
き
締
め
て
、
防
災
活
動
に
励
ん
で
も
ら
い
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
、
総
合
防
災
訓
練
は
目
的
を
十
分
確
認
で
き

ま
し
た
。

炊き出し訓練 煙体験ハウス 起震車による地震体験 緊急物資輸送訓練

災害は、忘れた頃に…

事故車両からの負傷者救出訓練

土砂災害救助救出訓練 ( 向陽小学校 )

水難救助救出訓練 ( 車力漁港 )

中高層建築物火災防御訓練

住民初動対応訓練

防災グッズも展示化学災害対応訓練

緊急対処事態訓練による住民避難

ＤＭＡＴによる緊急搬送

青
森
県
総
合
防
災
訓
練
に
学
ぶ
！
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ストップ！農作業事故
“おじいちゃん気を付けて！”

みんなで声かけ
みんなで安全

～準備が大切　人も機械も～
家族を悲しませないための
　　　　　農作業安全６つの誓い

重 点 推 進 事 項

１

２

３

特に高齢者は無理せず、家族や周りの人にも気配りを

事故発生原因第１位トラクターの運転は要注意

家に着き、エンジン停止まで気を緩めない



つがる市
建設業協

会
つがる市

建設業協
会

市職員
チーム

つがる市連
合婦人会柏

支部

知求群
会

桑 寿 園

つがる市
社会福祉

協議会

萢中町
内会

出野里獅
子踊保存

会
林学区

チーム 登山ばや
し保存会

市職員
チーム

つがる市連
合婦人会柏

支部

向陽小学
校

向陽小学
校

知求群
会

上町ねぶ
た会

上町ねぶ
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